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ⅩⅣ－1 

水道事業の概要 
 

 本市上水道は、昭和３年７月、入港船舶へ給水する｢四日市給水株式会社｣の施設を買収し、給水を開

始した。以後、同施設の改良・拡張・富洲原町合併による富洲原上水道の継承、震災・空襲による損壊

とその復旧工事、昭和 24 年からの第 1 期拡張事業、昭和 35 年からの第 2 期拡張事業、昭和 44 年から

の第 3期拡張事業を経て、平成元年から第 4期拡張事業を実施してきた。今日までの拡張事業のなかで、

市勢の伸展に併せた給水区域の拡大と未給水区域の解消を推進し、一方、郊外地に建設してきた簡易水

道も順次、上水道に統合して経営の一体化を図った結果、昭和 62 年４月には本市全域が上水道区域と

なった。また、水需要の伸びにともなう新規水源確保や施設の拡充、さらに配水管網の整備拡充、経年

管布設替えによる赤水・漏水防止対策など、お客様サービスの向上と安定給水に努めてきた｡拡張事業

は普及率 99.9％を達成し、平成 11年度をもって一応の完了をみた。 

平成 12 年度からは第 1 期水道施設整備計画により、高普及時代に即応した施設設備として配水管網

整備、経年施設の更新を進め給水の安定化を図ってきた。 

 平成 22 年度からは、更なる安心・安全な水の安定供給を目指し、第 1 期水道施設整備計画で進めて

きた経年施設の更新と基幹施設の耐震化の事業を継承すると共に、水質悪化が懸念される朝明水源地に

新たな浄水処理方法の導入など、四日市市水道ビジョンの方針に沿って第 2期水道施設整備計画を推進

してきた。 

この整備計画が平成 30年度に終結するなか、本市は、これまで整備した水道施設の老朽化が進行し、

更新費用が増大するとともに、少子化による人口の減少時代の到来や東日本大震災の経験を踏まえた災

害への対応により、これまで経験したことのない厳しい経営環境を迎える。このような状況のなか、前

ビジョンの方針を継承した「四日市市水道ビジョン 2019」を策定し、令和元年度を初年度とする第 3期

水道施設整備計画の推進を図る。 

 

● 事業の推移 

 区     分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

行 政 区 域 内 戸 数 （ 戸 ） 

   〃  人 口 （ 人 ） 

普   及   率 （ ％ ） 

給  水  戸  数 （ 戸 ） 

 〃   人  口 （ 人 ） 

配   水   量（千ｍ 3 ） 

有  収  水  量（千ｍ 3 ） 

1 日最大配水量（千ｍ 3 ） 

1 日平均配水量（千ｍ 3 ） 

導 ・ 送 配 水 管 延 長 （ ㎞ ） 

141,978 

310,610 

99.9 

154,142 

310,577 

40,067 

31,903 

121 

109 

2,144 

142,974 

309,338 

99.9 

15038 

309,306 

39,264 

35,520 

115 

108 

2,146 

144,557 

308,752 

99.9 

156,860 

308,719 

38,367 

35,145 

158 

105 

2,153 
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● 普及率の推移 

項    目 
S．35年度 

（1960年） 

S．45年度 

（1970年） 

S．55年度 

（1980年） 

R．4年度 

（2022年） 

普及率 

給水人口      

行政給水区域人口 

 
68.5 88.9 95.4 99.9 

給水人口      

計画給水区域人口 

 
78.7 92.5 96.8 98.9 

 

●  水源地 

水源地 竣  工  取水能力（ｍ3/日）     配水量（ｍ3/年） 

三  滝 昭３７．３．３０ 18,370    5,662,367 

内  部 昭３８．３．３０ 18,900   4,631,570 

朝  明 昭４３．３．３０ 13,220   7,173,009 

三滝西 昭４５．３．３０ 20,860   11,062,469 

小  牧 昭４８．３．３１ 3,000   8,681,950 

員  弁 昭４８．３．３１ 29,670   （小牧に含む） 

楠 平１７．２．７（合併） 0   1,155,582 

合計   104,020   38,366,947 

                       

● 配水量内訳 

区 分   数 量（ｍ3） 構成比（%） 

 自己水（市内） 16,755,039     44   

自己水（東員町） 6,296,459   16   

  小計 23,051,498   60 

受水（木曽川用水系） 4,990,291   13   

   〃（三重用水系） 9,923,658   26 
  

   〃（長良川水系） 401,500   1 

小計 15,315,449   40   
  

合計 38,366,947   100    
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● 水道料金 

 

令和元年 10月から消費税及び地方消費税の税率が 10%に改定されたことにともない、水道料金も改定

した。 

 

 

(令和元年 10月から改定）                          1ヶ月につき 

 

 
料金 基本 従 量 料 金  

（ １ ｍ3 に つ き ） 
用途 水量 料金 

一 

般 

用 

口径 

１３㎜ 
５ｍ3 946.00円 

６～ 

１０㎥ 

１１～ 

２０㎥ 

２１～ 

３０㎥ 

３１～ 

５０㎥ 

５１～ 

100㎥ 

１０１ 

ｍ3 

 〃 

２０㎜ 
５ｍ3 1,496.00円 

まで まで まで まで まで 以上 

 〃 

２５㎜ 
５ｍ3 1,925.00円 

22.00 

円 

135.30

円 

167.20

円 

232.10

円 

295.90

円 

361.90 

円 

 〃 

４０㎜ 
－ 5,049.00円   １～５０ｍ3   

５１～ 

100ｍ3 

１０１ 

ｍ3 

 〃 

５０㎜ 
－ 10,098.00円   

まで  まで 以上 

 〃 

７５㎜ 
－ 23,760.00円 

281.60円 

    

 〃 

１００㎜ 
－ 44,880.00円 

326.70

円 

361.90

円 

 〃 

１５０㎜ 
－ 110,990.00円     

公衆浴場用 200ｍ3 11,550.00円 
201ｍ3～400ｍ3まで 

37.40円 

401ｍ3以上   

74.80円 

臨 時 用 ５ｍ3 3,685.00円 ６ｍ3以上    721.60円 

船 舶 用 － 33,550.00円 １ｍ3以上    295.90円 

  

                                                                    令和 5年 3月 31日現在 
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● 用途別有収水量 

用   途 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

有収水量    

(千㎥) 

構成比   

(%) 

有収水量  

(千㎥) 

構成比   

(%) 

有 収 水 量  

(千㎥) 

構 成 比   

(%) 

一般用 

口 径 

25㎜以下 
 26,872 84.23  30,503 85.87 30,005 85.37 

〃 

40㎜以上 
4,970 15.58 4,957 13.96 5,078 14.45 

公 衆 浴 場 用 26  0.08   25 0.07     24 0.07 

臨  時  用 0.1  0.00     1 0.00       1 0.00 

船  舶  用 35  0.11   34 0.10      37 0.11 

合    計 31,903  100.00 35,520 100.00 35,145 100.00 

 

● 用途別給水収益 

用   途 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

給 水 収 益 

 （千円） 

構 成 比  

(%) 

給 水 収 益  

 （千円） 

構 成 比  

(%) 

給 水 収 益  

 （千円） 

構 成 比  

(%) 

一般

用 

口 径 

25㎜以下 
4,063,914 69.15 5,251,649 73.47 5,186,860 72.90 

〃 

40㎜以上 
1,795,204 30.54 1,878,144 26.27 1,909,021 26.83 

公 衆 浴 場 用 1,037 0.02 1,318 0.02 1,258 0.02 

臨 時 用 116 0.00 892 0.01 528 0.01 

船 舶 用 17,276 0.29 16,534 0.23 17,359 0.24 

合 計 5,877,547 100.00 7,148,537 100.00 7,115,026 100.00 
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● 収益的収支 

区   分 

令和２年度 令和３年度 令和４年度 

金 額 

（千円） 

構成比 

(%) 

金 額 

（千円） 

構成比   

(%) 

金 額 

（千円） 

構成比   

(%) 

収 

益 

営 業 収 益 5,753,430 76.31 6,936,806 92.71 6,938,998 92.83 

営 業 外 収 益 1,785,935 23.69 543,414 7.26. 536,181 7.17 

特 別 利 益 0 0.00 1,934 0.03 6 0.00 

合 計 7,539,364 100.00 7,482,154 100.00 7,475,185 100.00 

費 

用 

営 業 費 用 6,235,335 94.17 6,332,729 95.55 6,533,663 96.12 

営 業 外 費 用 384,220 5.80 291,008 4.39 260,287 3.83 

特 別 損 失 2,122 0.03 4,058 0.06 3,427 0.05 

合 計 6,621,677 100.00 6,627,795 100.00 6,797,377 100.00 

当年度純利益 917,687  854,359  677,808  

（消費税及び地方消費税を除く） 

 

● 事業費用内訳                                 （単位：千円） 

年度 合 計 人件費 支払利息 減価償却費 動 力 費 受水費 
工事費・ 

材料費ほか 

２ 6,621,677   756,187 240,136 1,754,033 182,105 1,805,259  1,883,957 

３ 6,627,795   771,718 215,572 1,782,322 198,862 1,796,722  1,862,599 

４ 6,797,377 769,265 191,757 1,803,400 281,798 1,813,019 1,938,138 

※各年度とも決算額 

 

● 経営分析  
項    目 令和２年度 令和３年度 令和４年度   

負荷率          （％） 

施設利用率        （％） 

最大稼働率        （％） 

供給単価    （1ｍ3当たり円） 

給水原価    （1ｍ3当たり円） 

有 収 率        （％） 

90.89 

59.59 

65.56 

167.48 

193.66 

79.62 

93.17 

66.61 

71.50 

182.96 

173.39 

90.47 

66.60 

65.49 

98.33 

184.04 

179.30 

91.60 
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水道施設整備計画 
 

 上水道は市民生活を支える重要なライフラインであり、水の需要に対して、常に安定的に安全な水の

供給に努めなければならない。水需要に対処するための新規水源開発は、従来のような行政区域内の河

川周辺の地下水開発は限界に達していることから市境・県境を超えた広域的な見地から恒久的な水源開

発を目指す必要がある｡ 

 本市水道水源は地下水を原水とする自己水源と併せて、木曽川用水系と三重用水系広域水道用水の受

水で賄っている。自己水源が都市化の進展や経年化に伴い、取水能力の低下が見受けられることに併せ、

水源開発には、長期間を要することから、第一期水道施設整備計画のなかで、灌漑用井戸を用途転用す

る平尾取水場を完成させるとともに、楠町との合併に伴い長良川系広域水道用水の受水を開始した。 

平成 22 年度からの第 2 期水道施設整備計画では、これまで進めてきた経年施設の更新と、基幹施設

の耐震化を継承するとともに、新たな課題として水質悪化が懸念される朝明水源地への高度浄水処理設

備の導入、危機管理対策では、渇水や災害などに強い管路システムへの再構築を目指した配水区域のブ

ロック化検討、安心・快適な水供給の観点から、水質管理面で水安全計画の策定や連続水質監視システ

ムの導入を図った。 

令和元年度からの第 3 期水道施設整備計画では、これまで進めてきた基幹施設の耐震化、経年管路・施

設の更新、水源の確保、配水管網の整備を継承する。 

 

● 事業の推移 

区 分 事   業   内   容 

創 設 
昭和３年四日市市上水道が認可され､ 昭和 16年富洲原町 

上水道､ 昭和 24年山の手地区軍用水道を併合 

第 1 期 拡 張 事 業 
昭和 24年５月認可｡ その後変更が行われ､計画給水人口 104,000人、

１日最大給水量 26,000ｍ3､ 事業費 2億 7,100万円 

第 2 期 拡 張 事 業 

昭和 35年 １月認可｡その後３次にわたる変更が行われ､ 

計画給水人口 241,500人、１日最大給水量 99,000ｍ3、  

事業費  22億 5,211万円 

第 3 期 拡 張 事 業 

昭和 44年３月認可｡ その後６次にわたる変更が行われ､  

計画給水人口 275,700人､ １日最大給水量 162,700ｍ3､  

事業費 164億 3,950万円 

第 4 期 拡 張 事 業 

平成元年２月認可｡ 平成６年度から１次変更事業に移行｡  

計画給水人口 305,000人､  １日最大給水量 191,900ｍ3､  

事業費 219億 3,000万円 

第 1 期水道施設整備計画 

平成 11年８月認可｡平成 17年２月から合併届出により変更。 

計画給水人口 322,000人、１日最大給水量 191,800ｍ3､ 

事業費 110億円 

第 2 期水道施設整備計画 

平成 22年 3月認可｡ 

計画給水人口 312,600人、１日最大給水量 150,500ｍ3､ 

事業費 154億円 

第 3 期水道施設整備計画 

令和 4年 1月 19日認可（浄水方法の変更等）。 

計画給水人口 312,000人、１日最大給水量 124,000ｍ3､ 

事業費 317億円 
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 ● 事業認可の概要 

 

内     容 浄水方法の変更 

取水地点の変更 

認 可 年 月 日 令和 4年 1月 19日 

着 工 年 月 日 令和 4年 4月 1日 

竣 工 年 月 日 令和 9年 3月 31日 

計 画 給 水 人 口 （ 人 ） 312,000  

1 人 1 日 最 大 給 水 量 （ ㍑ ） 397  

1 人 1 日 平 均 給 水 量 （ ㍑ ） 343  

1 日 最 大 給 水 量（ｍ3／日） 124,000  

1 日 平 均 給 水 量（ｍ3／日） 107,000  

事 業 費 （ 千 円 ） 3,166,500  

目 標 年 度 令和 12年度  

水源別 

 

施設能力 

 

（ｍ3／日） 

三 滝 水 源 17,040  

内 部 水 源 14,640  

朝 明 水 源 13,680  

三 滝 西 水 源 18,760  

員 弁 水 源 19,800  

小 牧 水 源 7,440  

 

 

北 中 勢 

水道用水受水 

（木曽川用水系）  

36,200  

（三重用水系）  

41,800  

（長良川河口堰系）  

2,200  

合   計 171,560  

配  水  池  容  量（ｍ3） 112,335  
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下水道事業の概要 
 

 本市の下水道は、市街地の多くが低平地であるという地形的な特質から、当初は雨水排除を主目的に

したものであったが、その後、急激な都市化、生活の近代化に伴う公共用水域の水質保全等生活環境改

善として、汚水対策についても市の基本計画に基づき、整備、拡張を進めている。 

 

公共下水道 
 

 本市の下水道は、昭和29年に単独公共下水道として市の中心部である納屋、阿瀬知の一部を排水区と

する第１期事業に着手。昭和40年７月には日永浄化センターが稼働し、市街地の一部で水洗化が可能と

なった。 

 これと前後して、公社、公団関係の団地をはじめ、市中心部に連たんする地域を事業計画区域に繰り

入れ、整備区域の拡大を図ってきている。 

 また、県が事業主体となって整備を行う北勢沿岸流域下水道北部処理区の関連公共下水道についても、

昭和52年度から事業に着手し、昭和63年１月より一部供用を開始し、南部処理区の関連公共下水道も平

成元年度から着手し、平成8年4月より一部供用を開始、事業を進めている。一方、中心市街地の浸水が

著しいことから平成3年度より再整備事業に着手し、平成5年7月から諏訪公園雨水調整池が、平成22年6

月から中央通り貯留管が稼働している。令和4年6月には、浜田通り貯留管が共用開始した。 

 平成17年度からは企業会計方式の全部適用や上下水道局への組織統合、さらに平成19年度からは、生

活排水対策事業部門を上下水道局へ集約するなど、経済的で効率的な整備への見直しや下水道財政の健

全化を図りながら、より一層の下水道の普及と生活環境の向上を目指し、事業を推進している。 

 未普及対策と並行し、平成20年度に地震対策計画、平成25年度に長寿命化計画を策定し、施設の再構

築にも着手し、平成28年度に日永浄化センターの第４系統を一部供用開始したことに伴い、第１系統を

廃止した。また、納屋滞水池などの合流改善事業は平成25年度末に完了した。 

 令和3年度には、農業集落排水処理施設の県地区を公共下水道に接続切替した。 

● 事業の推移 

年 度 処理面積 処理可能人口 普及率 年 度 処理面積 処理可能人口 普及率 

平成 14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

3,210(ha) 

3,454 

3,684 

3,745 

3,865 

4,013 

4,103 

4,173 

4,205 

4,242 

4,323 

4,389 

4,428 

4,504 

4,573 

4,650 

4,713 

166,271(人) 

178,922 

191,966 

195,464 

204,054 

212,390 

216,149 

219,254 

221,566 

222,876 

225,956 

228,405 

231,024 

235,176 

236,929 

241,704 

244,210 

56.0(%) 

60.2 

62.0 

62.9 

65.4 

67.7 

68.8 

69.9 

70.5 

71.1 

72.2 

73.1 

74.0 

75.3 

76.0 

77.5 

78.4 

令和３ 

令和４ 

4,835(ha) 

4,902(ha) 

249,091(人) 

251,666(人) 

 

80.5(%) 

81.5(%) 

令和元 

２ 

4,775 

4,783 

246,083 

248,436 

79.0 

80.0 



                                                             

        

ⅩⅣ‐ 9 

● 収益的収支                                        

  区   分 

令和２年度 令和３年度  令和４年度  

金 額  

（千円） 

構成比 

(%) 

金 額  

（千円） 

構成比 

(%) 

金 額  

（千円） 

構成比   

(%) 

収 

益 

営 業 収 益 9,266,757 59.72 9,333,617 62.23 9,617,981 62.34 

営業外収益 6,250,485 40.28 5,633,230 37.56 5,804,930 37.63 

特 別 利 益 20 0.00 31,630 0.21 4,840 0.03 

合 計 15,517,261 100.00 14,998,477 100.00 15,427,751 100.00 

費 

用 

営 業 費 用 11,924,976 87.65 12,008,628 88.69 12,813,270 89.84 

営業外費用 1,679,246 12.34 1,496,913 11.05 1,444,171 10.13 

特 別 損 失 1,314 0.01 35,192 0.26 4,566 0.03 

合 計 13,605,536 100.00 13,540,733 100.00 14,262,007 100.00 

当年度        
純利益 1,911,726  1,457,744  1,165,744  

純損失 ―  ―  ―   

（消費税及び地方消費税を除く） 

 

● 事業費用内訳                               （単位：千円） 

年

度 
合 計 人件費 支払利息 減価償却費 委託料 工事請負費 負担金 その他 

２ 13,605,536 491,431 1,261,176 8,333,946 965,652 159,388 1,009,219 1,384,724 

３ 13,540,732 466,065 1,147,886 8,536,808 1,005,919 134,427 1,038,957 1,210,670 

４ 14,262,007 496,430 1,041,597 8,667,269 1,274,298 116,639 1,058,738 1,607,036 

 

● 経営分析 

項    目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

固定資産構成比率    （％） 96.77 97.45 96.77 

固定負債構成比率    （％） 30.68 30.33 29.79 

固定比率        （％） 148.67 147.39 146.28 

使用料単価   （1ｍ3当たり円） 187.55 186.94 187.27 

処理原価    （1ｍ3当たり円） 212.72 214.79 220.97 

 

 

 

10 



                                                          

        

ⅩⅣ‐ 11 

● 公共下水道処理区 (事業計画区域)                               

処理区名 排水区・地区 計画面積（ha） 計画人口（人） 終末処理施設 

 日永処理区  橋  北  排水区 

        納  屋   〃 

        阿 瀬 知   〃 

        常  磐   〃 

          合流式  小計 

        午  起  地 区 

        常  磐   〃 

        千  歳   〃 

        大井の川   〃 

        南部第１   〃 

        南部第２   〃 

        笹川第１   〃 

        笹川第２   〃 

        笹川第３   〃 

        笹川第４   〃 

        笹川第５   〃 

        川島第１   〃 

        川島第２   〃 

桜     〃 

高 花 平   〃  

     （特定環境保全公共下水道） 

        桜  西    〃 

        鈴鹿山麓研究学園都市 〃 

          

          分流式 小計 

   単独公共下水道・計  

 

  111.10 

  143.30 

  182.10 

  170.00 

  606.50 

   60.00 

  119.64 

   60.60 

   34.00 

  158.10 

   71.10 

  231.00 

  204.30 

  172.60 

  477.20 

  170.50 

  363.40 

  244.80 

  199.80 

  69.70 

 

   76.30 

   51.80 

 

2,764.84 

3,371.34 

   4,877 

   6,606 

  13,020 

   6,426 

  30,929 

   1,560 

   3,070 

    164 

    418 

  2,814 

  1,180 

  3,927 

  11,277 

  7,991 

  13,919 

 10,953 

 23,185 

 12,401 

  11,862 

   3,395 

 

  1,427 

      0 

 

 109,543 

 140,472 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日永浄化センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

                               

ⅩⅣ‐ 12 

処理区名 排水区・地区 計画面積（ha） 計画人口（人） 終末処理施設 

広  永 処理分区 

伊 坂 台   〃 

朝 明 西   〃 

山  城   〃 

あかつき   〃 

朝 明 南   〃 

天ヵ須賀   〃 

富  田   〃 

茂  福   〃 

羽  津   〃 

三 ッ 谷   〃 

阿 倉 川   〃 

野  田   〃 

三  重   〃 

江 田 川   〃 

 県     〃 

流域（北部処理区）関連公共下水道 計 

80.77 

42.17  

23.75 

41.36  

87.39  

139.42  

72.96  

567.62  

227.32  

330.90  

121.15  

240.44  

27.50  

492.52  

0.93 

13.52 

1.85 

2,511.57 

2,049 

2,455 

1,516 

1,375 

3,884 

5,026 

4,352 

28,616 

8,060 

13,964 

5,554 

14,408 

1,462 

18,051 

18 

391 

0 

111,181 

北勢沿岸流域下水道 

北部浄化センター 

磯  津 処理分区 

河原田東  〃 

河原田西  〃 

楠東部南   〃 

楠 南 部   〃 

楠 中 部   〃 

楠 西 部   〃 

楠東部北   〃 

流域（南部処理区）関連公共下水道 計 

32.10 

111.15 

151.50 

54.50 

76.44 

66.24 

64.40 

3.40 

559.73 

1,173 

602 

6,498 

1,107 

3,974 

2,414 

3,264 

245 

19,277 

北勢沿岸流域下水道 

南部浄化センター 

合       計 6,442.64 270,930  

※流域関連公共下水道の計画人口は、流域下水道計画と整合を図り、水洗化を考慮した人口



                                                          

        

 

 

● 受益者負担制度 

   昭和39年度から建設省令により賦課徴収を行ってきたが、昭和48年4月から条例に移行し賦課徴

収を行っている。  

・負担金の額   単位負担金額を当該受益者が所有し、または地上権等を有する土地の面積を乗じて

得た額。 

・単位負担金額 日永処理区………1㎡当り 96円・108円・130円・150円・170円・360円 

流域北部処理区…1㎡当り108円・130円・150円・170円 

流域南部処理区…1㎡当り150円・170円・500円 

受益者負担金調定額 

年 度   調 定 額 （円） 

令和２ 

令和３ 

令和４ 

48,629,830 

66,167,730 

47,587,990 

 

 

● 下水道使用料 

  下水道の整備された区域では、四日市市公共下水道条例に基づき下水道使用料を徴収している。こ

のうち、水道汚水については、給水量を汚水排水量として計算し、水道料金と同時に徴収、また地下

水等の排水は、ポンプ能力・使用状況等の届出に基づいて排水量を認定して徴収する。 
  令和元年 10月から消費税及び地方消費税の税率が 10%に改定されたことにともない、下水道使用料

も改定した。 

  

(令和元年10月から改定）                         （1ヶ月につき）                    

汚水の種類 下水道使用料 

一 般 汚 水 

基本使用量  5ｍ3まで 715.00円 

超過使用量 

1ｍ3につき 

6ｍ3 ～   30ｍ3 1ｍ3につき  187.00円 

31ｍ3 ～  100ｍ3 1ｍ3につき  275.00円 

101ｍ3 ～  500ｍ3 1ｍ3につき  374.00円 

501ｍ3 ～ 1ｍ3につき  418.00円 

公衆浴場の汚水                      1ｍ3につき    16.50円 

その他の汚水 
工事用 1ｍ3につき   418.00円 

その他 1ｍ3につき   187.00円 

                                                                       令和5年3月31日現在 

 

● 下水道使用料調定額 

年 度    調 定 額 （円） 

令和２ 

令和３ 

令和４ 

 5,287,665,649 

 5,246,281,678 

 5,234,974,194 
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● 水洗便所普及状況 

年 度 
処理区域内 水  洗  化 水洗化率 1年後水洗化率 

戸 数 人口（Ａ） 戸 数 人口（Ｂ） Ｂ／Ａ Ｂ(次年度)／Ａ 

令和２ 

令和３ 

令和４ 

114,618戸 

116,808 

118,991 

248,436人 

249,091 

251,666 

107,225戸 

109,686 

111,801 

232,126人 

233,574 

236,182 

93.4% 

93.8 

93.8 

94.0% 

94.8 

－ 

 

※ 平成7年度から水洗化率の計算方法は水洗化人口／処理区域内人口とする。 

※ 地域住民が水洗化をするのは下水道整備後であるため、実水洗化率は供用1年後水洗化率で表す。 

※ 1年後水洗化率の計算方法は当該年度水洗化人口／前年度処理区域内人口とする。 

 

● 水洗便所融資あっせん利子助成制度(平成 4 年度より) 

年  度 
融資あっせん額 利 子 助 成 

 件 数（件）  金 額（円）  件 数（件）  金 額（円） 

令和２ 

令和３ 

令和４ 

 1 

 1 

 0 

 300,000 

 250,000 

0 

11 

11 

6 

24,174 

15,191 

12,410 

 

※ 排水設備の設置とくみ取り便所の水洗化を促進するため、宅内排水設備工事の融資を金融機関に斡

旋するとともに、その利息に相当する金額を市が負担する制度である。 

※ 対象はくみ取り便所又は浄化槽の改造で、申請1件につき100万円（1万円単位）以内である。 

※ 融資銀行より貸付の翌日から60ヶ月の元利均等での返済となる。 

※ 新築・増築・事業用・アパート等については対象にならない。 

   

融資斡旋 申請条件  

   市からの条件 ①市税等が完納していること 

          ②市内に住所を有する個人であること 

          ③公共下水道の共用開始から3年以内であること 

   金融機関からの条件 

          ①申込時年齢が20歳以上70歳以下であること。70歳を超える場合は、70歳以下の

連帯保証人若しくは連帯債務者が1人いること 

          ②安定した収入があること（所得証明必要） 

          ③家屋の保存登記があり、本人又は3親等以内の親族（市内に住所を有する者に

限る）であること 

           

  利子助成  年2回（8月・2月）金融機関を通じて申請人の口座へ振り込む。 
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● 私有地内共同排水管設置費補助制度(平成16年度より) 

 

 

 

 

 

 

※ 私道に隣接する関係者が共同排水管を設置する場合に、補助金を交付する制度。 

※ 事業用・アパート等については対象にならない。 

  補助条件 ①囲繞地の居住者２戸以上 

       ②私道隣接家２戸以上が水洗化すること 

       ③同意関係 

・ 私道敷き所有者の同意 

・ 水洗化する沿線土地所有者及び家屋の所有者の同意 

・ 私道敷きの所有者が故人であっても、相続（未登記）によって実質に管理してい

る者の同意で採択 

・ 私道敷きの所有者が倒産、解散した開発業者の場合、上記同意者が紛争の対応を

することを誓約することで採択 

・ 私道が確認できない土地でも上記同意があれば採択 
 

● 共同住宅排水管設置費補助制度（平成18年度より） 

 

 

 

 

 

 

 

※ 共同住宅は排水量が多く、周囲の環境に及ぼす影響が大きいことから、直結する排水設備及び水洗

便所の普及促進を図るため、補助金を交付する制度である。 

  補助条件 ①2世帯以上が入居している共同住宅であること 

       ②建物所有者と土地所有者が異なる場合は、土地所有者が同意していること 

       ③受益者負担金、下水道使用料が完納していること 

       ④公共下水道の共用開始から3年以内であること（平成30年度のみ3年以上も対象） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 件 数 補 助 金 額 (円) 

令和２ 0              0 

令和３ 1    200,000 

令和４ 2  1,223,000 

年 度 件 数 補 助 金 額 (円) 

令和２ 10   1,612,000 

令和３ 10   1,208,000 

令和４ 11   1,713,000 
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●水洗化工事積立奨励金制度（平成23年度より） 

 

 

 

 

 

 

※ 事前に金融機関等で専用口座を開設して１年以上積み立てていただき、この積立金を使って水洗化

工事をした場合に奨励金が受けられる制度。 

 

● 生活保護世帯下水道接続工事費補助制度 

 

 

 

 

 

 

※  生活保護世帯へ工事費用500,000円を上限として補助する制度。 

 補助対象建築物の所有者であること。 

 

● 非課税世帯接続促進補助制度（平成30年度より） 

 

 

 

 

 

 

※ 市民税非課税世帯へ工事費用の1/2（上限額まで）を補助する制度 

        公共下水道の共用開始から3年以内であること（平成30年度のみ3年以上も対象） 
  

年 度 申込み件数 支払い件数 支払い金額(円) 

令和２ 28 23 227,300 

令和３ 16 32 466,400 

令和４ 10 13 257,800 

年 度 件 数 補助金額(円) 

令和２ 0    0 

令和３ 0       0 

令和４  0    0 

年 度 件 数 補 助 金 額 (円) 

令和２ 15   2,717,000 

令和３ 21  3,251,000 

令和４ 25 3,864,000 
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ⅩⅣ‐17 

北勢沿岸流域下水道事業計画  
(事業主体……三重県) 

● 計画の概要 

  昭和51年度の三重県において四日市・鈴鹿水域流域別下水道整備総合計画が策定され、亀山市及び

鈴鹿市以北の10市町を北勢沿岸流域下水道（北部処理区）と、同（南部処理区）に区分し、水質環境

基準を達成、維持するために必要な下水道の整備をする計画である。 

区   分 北 部 処 理 区 南 部 処 理 区 

区 域 
四日市市の三滝川、海蔵川分派以

北の区域 

四日市市の内部川以南 

関 係 市 町 

四日市市北部地域、桑名市、いな

べ市、川越町、朝日町、菰野町、

東員町、 

四日市市の南部地域、鈴鹿市、亀山

市 

計 画 面 積 11,810.54ha 5,997.63ha 

計 画 人 口 344,075人 201,053人 

計 画 汚 水 量 179,534ｍ3／日（日最大） 102,024ｍ3／日（日最大） 

浄 化 セ ン タ ー 面 積 北部浄化センター約37.7ha 南部浄化センター約19.7ha 

幹 線 管 渠 延 長 97.7㎞ 39.4㎞ 

事 業 年 度 昭和51～令和22年度 昭和62～令和22年度 
 

● 北部処理区事業計画 

 

● 南部処理区事業計画    

関 係 市 町 桑名市、四日市市、いなべ市、川越町、朝日町、東員町、菰野町の各一部 

計 画 面 積 10,297.80ha   うち四日市市2,517.11ha 

計 画 人 口 344,058人  うち四日市市111,181人 

計 画 汚 水 量 176,271ｍ3／日（日最大）うち四日市市56,104ｍ3／日 

幹 線 管 渠 延 長 97,680ｍ  うち四日市幹線23,320ｍ、朝日幹線12,660ｍ 

事 業 費 約2,338億円 

事 業 年 度 昭和51年度～令和6年度 

関 係 市 町 四日市市、鈴鹿市、亀山市の各一部 

計 画 面 積 4,681.19ha   うち四日市市559.73ha 

計 画 人 口 182,884人  うち四日市市19,277人 

計 画 汚 水 量 90,906ｍ3／日（日最大）うち四日市市9,974ｍ3／日 

幹 線 管 渠 延 長 39,360ｍ  うち四日市南部幹線1,100ｍ、楠幹線4,950ｍ 

事 業 費 約1,328億円 

事 業 年 度 昭和62年度～令和8年度 



                                                             

         

ⅩⅣ‐18 

四日市市単独公共下水道事業計画  
(事業主体……四日市市) 
● 日永処理区事業計画 

 

ポンプ場施設数  
(公共下水道施設、都市下水路施設、一般排水路施設等) 

区  分 箇所数 
用  途  別（台） 能    力（ｍ3／分） 

汚  水 雨  水 汚  水  雨  水 

中継ポンプ場 

小規模中継ポンプ場 

合流改善用滞水池 

雨水ポンプ場 

地下ポンプ場 

雨水貯留施設 

 
 

合       計 

 4 

 9 

 3 

22 

22 

 10 

  

70 

15 

25 

 4 

― 

― 

― 

 

44 

 19 

  2 

 ― 

 98 

 35 

 23 

  

177 

290.14 

110.47 

  7.20 

― 

― 

― 

  

407.81 

 3,435.17 

    79.40 

― 

23,529.66 

   608.93 

   152.99 

 
 

27,806.15 

（令和 5年 3月 31日現在）

計 画 面 積 3,139.35 ha 

計 画 人 口 134,170人 

計 画 汚 水 量 67,697ｍ3／日（日最大） 

幹 線 管 渠 延 長 91,010ｍ   

事 業 費 約2,277億円 

事 業 年 度 昭和30年度～令和8年度 



                                                          

       

 

ⅩⅣ‐19 

 

農業集落排水事業 
 

農業用用排水の水質保全及び農村生活環境の改善を図るため、農業集落排水事業を実施している。水

沢東部地区は平成 27年４月、和無田地区は平成 27年９月にそれぞれ供用開始したことで、計画してい

た 12地区の整備を全て完了した。 

生活排水処理施設整備計画に基づき、県地区における農業集落排水処理施設を近接する北部沿岸流域

下水道へ接続することに伴い、県地区の浄化センター及び処理区域を廃止した。 

● 水洗化の状況 

年 度 地 区 
処理可能

人  口 

処理可能

戸  数 

水洗化 

人 口 

水洗化 

戸 数 

未水洗化

人 口 

水洗化率 
【対人口】 

（％） 

令和４ 

 

県 R3.4公共下水道へ接続 

小牧南 368 149 367 148 1 99.7 

狭 間 166 63 166 63 0 100.0 

水沢東 300 118 300 118 0 100.0 

水沢野田 199 72 199 72 0 100.0 

堂ヶ山 368 131 368 131 0 100.0 

北小松 378 136 361 128 17 95.5 

鹿 間 607 257 594 248 13 97.9 

水沢中部 1,692 601 1,550 544 142 91.6 

小 西 723 266 664 239 59 91.8 

水沢東部 642 252 542 212 100 84.4 

和無田 314 122 268 101 46 85.4 

計 5,757 2,167 5,379 2,004 378 93.4 

※ 処理区域内戸数は、空き家を含めた加入戸数 

 

● 生活保護世帯下水道接続工事費補助制度 

 

 

 

 

 

※  生活保護世帯へ工事費用500,000円を上限として補助する制度。 

 補助対象建築物の所有者であること。 

年 度 件 数 補助金額(円) 

令和元 0    0  

令和２ 0    0 

令和３ 0    0 

 

 

 



                                                          

        

ⅩⅣ‐20 

生活排水施設 
 

● コミニティ・プラント整備事業 

  生活排水の水質保全及び生活環境の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与するため、生

活排水対策の一つとしてコミニティ・プラント整備事業を実施した。小牧地区については平成 9 年 6

月から供用開始をし、神前地区については、平成 13 年 6 月から一部地区（曽井町、寺方町、高角町

の一部）の供用を開始し、平成 15年 4月からは、全地域の供用を開始している。 

 
● 水洗化の状況 

年 度 地 区 
処理可能

人  口 

処理可能

戸  数 

水洗化 

人 口 

水洗化 

戸 数 

未水洗化

人 口 

水洗化率 
【対人口】 

（％） 

令和４ 

小 牧 774 311 737 296 37 95.2 

神 前 2,539 1,003 2,445 966 94 96.3 

計 3,313 1,314 3,182 1,262 131 96.0 

※ 処理可能戸数は、現況の水洗化戸数に未接続戸数（空地を除く）を加えた戸数 

 

● 合併処理浄化槽設置補助事業 

  本市では、生活排水対策の一環として合併処理浄化槽を普及促進するために、昭和 63 年度から下

水道認可区域外で補助事業を開始した｡平成 5 年度から市の単独補助により下水道計画区域内も対象

としていたが、平成 25年度からは国補助区域に改正した。 

  この補助制度による令和４年度の設置基数は 123基で、補助金額が 28,125千円、昭和 63年度から

令和４年度までの合計は設置基数が 16,261基で、補助金額が 6,861,884千円となっている。 

 

● 補助基数、補助額の推移 

年度 27 28 29 30 R元   R2 R3 R4  

基数 

(市単) 

233 

(9) 

210 

(6) 

214 

(3) 

121 

(4) 

155 

(3) 

151 

(14) 

173 

(11) 

123 

(11) 

 

補助額 

(市単) 

 67,350 

(1,920) 

60,720 

(1,320) 

63,630 

(630) 

40,080 

(870) 

41,760 

(660) 

44,190 

(3,210) 

40,664 

(2,190) 

28,125 

(2,390) 

 

                                              単位 基数：基・補助額：千円 


